
平成19年 2月 運用開始（４市町村）

10月 緊急地震速報の送信を開始

平成21年 4月 平成21年度補正予算にJ-ALERTの高度化と全国一斉整備を行う経費を計上

（高度化分 約9億円、交付金 約103億円）

平成22年12月 システムの高度化が完了し、未整備の１３８１市町村への整備開始

平成23年 6月 震災の影響のあった一部の県を除き、ほぼすべての地方公共団体でハードの

整備が完了 → 運用開始

弾道ミサイル情報、津波情報、緊急地震速報等、対処に時間的余裕のない事態に関する情

報を、人工衛星を用いて国（内閣官房・気象庁から消防庁を経由）から送信し、市区町村の

同報系の防災行政無線等を自動起動することにより、国から住民まで緊急情報を瞬時に伝達

するシステム

Ｊ－ＡＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム）の概要

経緯

受信機運用団体 1719団体/1742団体 （98.7%）

うち、自動起動が可能な情報伝達手段を保有する団体 1217団体/1742団体 （69.9%）

うち、同報系防災行政無線を自動起動させている団体 1022団体/1742団体 （58.7%）

運用状況 （平成24年6月1日現在）

Ｊ－ＡＬＥＲＴ最近の運用状況について 資料２



■受信機の運用及びJアラートによる自動起動が可能な情報伝達手段の保有に関する

市町村数 割合（％） 市町村数 割合（％）
01北海道 179 179 100.0% 83 46.4%
02青森県 40 40 100.0% 32 80.0%
03岩手県 33 31 93.9% 21 63.6%
04宮城県 35 35 100.0% 19 54.3%
05秋田県 25 25 100.0% 15 60.0%
06山形県 35 35 100.0% 12 34.3%
07福島県 59 50 84.8% 31 52.5%
08茨城県 44 42 95.5% 25 56.8%
09栃木県 26 26 100.0% 9 34.6%
10群馬県 35 35 100.0% 19 54.3%
11埼玉県 63 62 98.4% 50 79.4%
12千葉県 54 54 100.0% 48 88.9%
13東京都 62 56 90.3% 52 83.9%
14神奈川県 33 33 100.0% 33 100.0%
15新潟県 30 30 100.0% 21 70.0%
16富山県 15 15 100.0% 12 80.0%
17石川県 19 19 100.0% 12 63.2%
18福井県 17 17 100.0% 14 82.4%
19山梨県 27 27 100.0% 26 96.3%
20長野県 77 76 98.7% 59 76.6%
21岐阜県 42 42 100.0% 40 95.2%
22静岡県 35 35 100.0% 32 91.4%
23愛知県 54 54 100.0% 36 66.7%
24三重県 29 29 100.0% 26 89.7%
25滋賀県 19 19 100.0% 16 84.2%
26京都府 26 26 100.0% 16 61.5%
27大阪府 43 43 100.0% 26 60.5%
28兵庫県 41 41 100.0% 28 68.3%
29奈良県 39 39 100.0% 21 53.8%
30和歌山県 30 29 96.7% 22 73.3%
31鳥取県 19 19 100.0% 18 94.7%
32島根県 19 19 100.0% 17 89.5%
33岡山県 27 27 100.0% 9 33.3%
34広島県 23 23 100.0% 18 78.3%
35山口県 19 19 100.0% 11 57.9%
36徳島県 24 24 100.0% 18 75.0%
37香川県 17 17 100.0% 12 70.6%
38愛媛県 20 20 100.0% 16 80.0%
39高知県 34 34 100.0% 32 94.1%
40福岡県 60 60 100.0% 43 71.7%
41佐賀県 20 19 95.0% 17 85.0%
42長崎県 21 21 100.0% 15 71.4%
43熊本県 45 45 100.0% 33 73.3%
44大分県 18 18 100.0% 13 72.2%
45宮崎県 26 26 100.0% 25 96.2%
46鹿児島県 43 43 100.0% 37 86.0%
47沖縄県 41 41 100.0% 27 65.9%
総計 1,742 1,719 98.7% 1,217 69.9%

総市町村数
自動起動が可能な市町村受信機運用市町村

市町村の状況（都道府県別）

消防庁調べ（平成２４年６月１日現在）


